




















要約: 

母子栄養指導の充実・向上を図るための指針策定に当たり、5ヵ月～14ヵ月児 4634 名を対

象に栄養・食生活実態調査を行った。 

①対象児の 76%の者は生後 4～5ヵ月に離乳を開始しているが、その月齢にはかなりの幅が

みられた。離乳開始のきっかけは本人・家族の育児経験や育児雑誌の情報による者が多か

った。 

②食事回数は「離乳の基本」にほぼ準じているが、いずれの月齢においてもその月齢児に

指示された回数より少ない者が観察された。食事回数をふやす場合、児の月齢や食欲を指

標としていた。 

③45%前後の者は離乳進行上、何らかの主訴を持っており、その主訴は食事の量に関するも

のが多かった。 

④離乳食の調理形態の進め方は「離乳の基本」より早い傾向にあった。 

⑤離乳食調理に対して約 47%の母親は消極的姿勢を示し、ベビーフードを週に数回以上使

っている者は 5～8 ヵ月時で 70%前後、9～14 ヵ月時で 33～50%にみられた。ベビーフード

の便利性、メニューの多様化や栄養のバランスをとる手段にその利点を置くものが多かっ

た。 

⑥約 95%の者は離乳に関する情報を入手する機会があり、本・育児書、友人・親・姉妹、

雑誌を情報源とする者が多かった。今後、さらに詳細に解析を行い、問題点を把握し、そ

れに対応可能な指導指針を打ち出したい。 


